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はじめに

生成AI 登場による決定的かつ革新的な時代の潮流に、マイクロソフト社は

仕事の副操縦士である「Microsoft 365 Copilot」を発表しました。

本イベントでは、企業のデジタル変革を加速する 「Micsoft 365 Copilot」 の概要や

活用イメージについてご紹介します。 また、来たる Microsoft 365 Copilot への

備えとして、オンプレミスや他のグループウェアから、『Microsoft 365』 に移行する際の

メリットや課題解決、移行プロセスについて、ユースケースを交えてご説明します。
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会社概要

名称

本社

設立

資本金

上場市場

代表者

売上 (単体)

社員数 (連結)

事業拠点

日本ビジネスシステムズ株式会社

東京都港区虎ノ門1-23-1 虎ノ門ヒルズ森タワー16F

1990年10月4日

5億3,963万円

東京証券取引所スタンダード市場（証券コード：5036）

代表取締役社長 牧田幸弘

863億円（2022年9月期）

2,379名（2023年3月31日現在）

北海道事業所

西日本事業所

中部事業所

九州事業所

沖縄事業所

JBS USA
JBS Mexico
JBS 上海
JBS 香港
JBS シンガポール

【国内】

【海外】

関係会社 等

株式会社ネクストスケープ

株式会社日テレWands

rhipe Japan株式会社

一般社団法人 社会システムデザインセンター

(2022年12月現在)
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事業概要
クラウドインテグレーション事業
マイクロソフトの3クラウドを中心としたクラウド製品の導入・開発等支援

- Microsoft Azure / Microsoft 365 / Dynamics 365 などの
マイクロソフトクラウドサービスをお客さまのIT環境へ導入

- クラウド移行プランの策定から開発、
導入・定着や効果モニタリングまで含めたサービスラインナップ

- 内製化を推進するCCoE（Cloud Center of Excellence）組成支援や、
クラウド環境の利活用・定着化を支援するアドプション・チェンジマネジ
メントサービスを提供

クラウドサービス事業
クラウド利活用における保守・運用サポート

- マイクロソフトクラウドサービスを中心に、クラウド利活用における
保守・運用・改善等サポートを提供

- マイクロソフトのクラウドライセンスに利便性の高い機能を独自に具備した
自社クラウドサービスを提供

ライセンス＆プロダクツ事業
ライセンス・関連機器のリセール

- マイクロソフトクラウドサービスを中心に、クラウドソリューションとライセンス、
関連機器をリセール提供

- オンプレミスのインフラ、プライベートクラウドサービスなどについても
機器のご提供が可能

6
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JBSの強み

(2022年９月末現在)
7
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AWARDS

■ 2018 Microsoft Country Partner of the Year

マイクロソフトコーポレーションが選出する年度内に日本で1社のみに与え
られるアワードです。日本国内で最も優秀な実績を挙げたパートナーとし
て表彰されました。

■ マイクロソフト ジャパン パートナー オブ ザ イヤー 2023
Dynamics 365 Services アワード
＆ Solution Partner Capability アワード

本年度は、JBS のサービス「インサイドセールステンプレート for 
Dynamics 365」を提供した業務システム刷新のお客さま事例と、
「Microsoft Cloud Partner Program」において、日本初となるコンプ
リートバッジを取得するなどの実績が評価され、2部門のアワードを受賞。
マイクロソフト ジャパン パートナー オブ ザ イヤーの受賞は 11年連続とな
りました。

■ NetApp Japan Partner Award 2021

■ 2021 HPE Partner of the Year Awards

■ Dell Technologies Japan EXCEPTIONAL Partner of the Year 2020

(2022年7月末現在)
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MAJOR CUSTOMERS

• あいおいニッセイ同和損害保険
• あおぞら銀行
• AIGテクノロジーズ
• auカブコム証券
• オリックス
• シンプレクス
• セブン銀行
• T＆Dアセットマネジメント
• 日本総合研究所
• 野村ホールディングス
• みずほ証券
• 三井住友銀行
• 三井住友DSアセットマネジメント
• 三菱オートリース
• 三菱UFJ銀行
• 三菱UFJ国際投信
• 三菱UFJニコス
• 三菱UFJフィナンシャル・グループ
• 三菱UFJモルガン・スタンレー証券
• 三菱HCキャピタル
• 明治安田生命保険相互会社
• りそな銀行

金融・保険

• ISID-AO
• アビームコンサルティング
• 北里研究所
• 北電子
• 金融庁
• 警察庁
• 国立感染症研究所
• 国立文化財機構
• 最高裁判所
• JR九州システムソリューションズ
• シミックソリューションズ

• ジャパン・インダストリアル・ソリューション
ズ

• 水道機工
• スターバックス コーヒー ジャパン
• 全日空商事
• 総務省
• TAC
• 中小企業基盤整備機構
• 電通
• 電通国際情報サービス
• ナイキジャパン
• 長島・大野・常松法律事務所
• 日本交通
• 日本高速道路保有・債務返済機構
• NEXTAGE GROUP
• ネットワンシステムズ
• 農林水産省
• パーソルホールディングス
• FiNC Technologies
• フージャース ホールディングス
• マクニカ
• 三井物産グローバルロジスティクス
• メガネの田中ホールディングス
• メディカル・プリンシプル社
• 森ビル
• RIZAPグループ

サービス・公共

• IHIエスキューブ
• 味の素AGF
• 出光興産
• 花王
• カルビー
• グローリー
• 小森コーポレーション
• JFEシステムズ
• ディー・エイチ・エル・ジャパン
• 東芝
• 東日製作所
• トヨタシステムズ
• 日鉄ソリューションズ
• 日本コカ・コーラ
• パナソニック コネクト
• ブリヂストンソフトウェア
• 本田技研工業
• 丸和バイオケミカル
• 三菱自動車工業
• 三菱重工業
• 三菱商事
• 三菱電機
• 三菱電機インフォメーションシステムズ
• 三菱電機インフォメーションネットワーク
• 横河電機
• ローソン
• わかもと製薬

製造・流通

• 朝日新聞社
• エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ
• 九電ビジネスソリューションズ
• グリー
• 交通新聞社
• Coltテクノロジーサービス
• JCOM
• セガサミーホールディングス
• ソフトバンクグループ
• 円谷フィールズホールディングス
• 西日本電信電話
• 日本経済新聞社
• 日本テレビ放送網
• 日本放送協会
• バンダイナムコエンターテインメント
• バンダイナムコホールディングス
• フジテレビジョン
• USEN-NEXT HOLDINGS

通信・メディア

（敬称略・五十音順）

(2022年11月現在)
9



ジェネレーティブAIの概要
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• Gartner発表の戦略的テクノロジーのトップトレンド

「ジェネレーティブAI（生成AI）」

ex. 文章作成、コンテンツ制作、テキスト要約、プログラミング …etc.

• OpenAIが2022年10月 『ChatGPT』 リリース

5日間で100万ユーザ、2ヶ月で1億ユーザを突破

• 大規模言語モデル（LLM: Large Language Model）

圧倒的なパラメーター数、会話系の主流だったGoogle BERT=3.4億に対して

GPT3= 1750億、GPT3.5=1.75兆、GPT4=100兆

• データセットの改善・強化学習の採用により、会話をしているかのような文章を作成

GPT4では、文章だけでなく画像も扱えるマルチモーダル化を実装

個社データにてファインチューニング※（超優秀な既存モデルをベースにリメイク）が可能

ジェネレーティブAI 概要

※起業LOGサイトより引用

※ファインチューニングを利用できるサービスは限られているため、AIの再学習と併せて、検索機能の利用やデータの収集・整備が重要となります。
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AIの分類と特徴

1956年～人間の知性を複製または超えることができるインテ
リジェントな機械の作成を目指すコンピュータサイエンス分野

1997年～機械が既存のデータから学習し、そのデータを改善

して意思決定や予測を行うことを可能にするAIのサブセット

2017年～ニューラルネットワークの層を使用して

データを処理し、意思決定を行う機械学習技術

2021年～プロンプトまたは既存のデータに基づいて、

書類、画像、音声、プログラムなどのコンテンツを作成

※Microsoft資料より一部引用
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MicrosoftがAIで描く未来

※Microsoft資料より一部引用
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MicrosoftがAIで描く未来

※Microsoft資料より一部引用
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Azure OpenAIベースのセキュアなChatGPTの環境構築を、簡単に・シンプルに・早期に実現、

「導入支援」と「ChatGPT アプリ」を、セットでご提供

JBS Azure OpenAI サービスご紹介 ～アイプリシティ チャット

どうやってはじめたらよ
いのかわからない・・・

JBSエンジニアお客さま

導入支援 ChatGPT アプリ

主な相談内容

• 基本的な使い方

• 実装の懸念事項QA

• 実証済みの構成案内

OpenAI

サービス(API)

WebApps

JBSセキュアGPTアプリ

Entra ID

Azure

Cosmos DB

SSO

Entra IDで管理さ
れたユーザーがSSO

企業単位で

費用請求

チャットデータは自社の
Azureテナントに閉じる

社内システム化で
安心利用

データは二次利用
されない
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JBS Azure OpenAI サービスご紹介 ～関連サービス
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Azureをベースとした対話型チャットの業務活用だけではなく、
自社データ活用を視野に入れた総合的なチャット＋分析基盤のご提供が可能

Open AI

サービス(API)

Web Apps

JBSセキュアGPTアプリ

Entra ID

Azure

Cosmos DB

SSO

ETL

Cognitive

Search DataLakeDWH/Storage

アイプリシティ チャット
データ分析プラットフォーム

構築サービス for Azure

個別SIで提供中
（サービス化を予定）

自社データ

ファイルサーバ 各種業務アプリサーバ

※対話型ナレッジ検索イメージの概念図

JBS Azure OpenAI サービスご紹介 ～JBSの強み



Micorsoft 365 Copilotの概要
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M365 Copilotの概要

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilot in Word

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilot in Word

※Microsoft資料より一部引用



Copilot in Word

M365 Copilot デモ
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M365 Copilot in Excel

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilot in Excel

※Microsoft資料より一部引用



Copilot in Excel M365 Copilot デモ
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M365 Copilot in PowerPoint

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilot in PowerPoint

※Microsoft資料より一部引用



Copilot in PowerPoint M365 Copilot デモ
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M365 Copilot in Outlook

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilot in Outlook

※Microsoft資料より一部引用



Copilot in Outlook M365 Copilot デモ
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M365 Copilot in Teams

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilot in Teams

※Microsoft資料より一部引用



Copilot in Teams Meetings M365 Copilot デモ
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Business Chat

※Microsoft資料より一部引用
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Business Chat

※Microsoft資料より一部引用



Client meeting in Business Chat M365 Copilot デモ



M365 Copilotの前提となる

Micorsoft 365への移行について
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M365 Copilotを利用するためには
Microsoft 365 E3以上のライセンスが必要

※ M365 E3/E5ライセンスに対しアドオン（追加）で利用可能

M365 Copilot 利用前提

M365 Copilotの前提となる
M365への移行メリットや移行プロセスについてご紹介
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M365への移行メリット (1/2)

ユーザー利便性、システム管理、セキュリティ、コストなど、以下のような課題はありませんか？

他グループウェア利用時の課題オンプレミス環境利用時の課題

ライセンス管理が
煩雑

ユーザーがシステム毎に複数
のID/パスワードを持つことと

なり、
ユーザーの利便性が

損なわれる

運用工数が肥大化し、
DX促進に向けた新たな

システム企画に
リソースが割けない

古いシステムを
運用していることでの
セキュリティへの不安

ユーザー毎で
利用するツールが異なり、

コミュニケーションが
とりづらい

同機能の製品が
複数混在することによる
無駄なコストが発生
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M365への移行メリット (2/2)

メリット 3メリット 2メリット 1

柔軟な

働き方の実現
世界最高水準の

セキュリティ

DX推進(内製化)による

生産性向上
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デジタルトランスフォーメーション（DX）に必要とされるシステム（サービスの）の要素をMicrosoftは全て網羅しています。

Microsoft 365 製品一覧
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メリット1 柔軟な働き方の実現

コラボレーション
場所や時間、

デバイスに依存しない
ハイブリッド型ワークスタイルの実現

１つのアカウントでの
多様なツール利用

シングルサインオンによる利便性向上 Teamsによるコミュニケーションツールの連携
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メリット2 DX推進(内製化)による生産性向上

ノンコーディング開発による分析や自動化を実現し、 “ビジネス全体の生産性向上”

Power BI
データ分析

Power Automate
ワークフロー・自動化・RPA

Power Apps
アプリケーション開発

1つのトリガーから複数の
アクションを自動的に実行

リアルタイムにグラフィカルな
分析レポートを抽出

ノンコーディングで手軽に
業務アプリケーションを作成

経営者向け報告会
Excelベースの

レポートからの脱却 申請ワークフローメールの自動配信 勤怠連絡アプリ
インシデント管理

アプリ



選定ポイント

ソリューション 期待される効果

Microsoft公開事例

背景

Punch Memo

残作業管理アプリ

Safety Fast Report

事故・災害時連携アプリなど

今後の展望

構築アプリ

現場の課題は現場で解決――

Power Apps を活用し入社1年目の社員が5億円の価値を創出※

• ローコーディングでのアプリ開発

• 導入済の Office 365 との高い親和性

• 既存システムとの容易な連携性

• 現場のニーズを反映し短期間で構築できる使い勝手と効率性

開発経験のない社員を登用。

パンチの報告と管理を効率

化する「Punch Memo」を

はじめとしたさまざまなア

プリを Power Apps で開発

し、パイロット運用中

• 業務時間の大幅な短縮により、およそ5億円
の価値を創出※

• 現場が抱える課題を現場主導のアプリ開発で
スピーディに解決

• 若手、中堅社員を中心に IT リテラシーが向上

• 知見がなくても手軽にアプリの開発が行える
ことで、IT の内製化が加速

• 海外プラント建設事業におけるプロジェクトの規模拡大

により、予算やスケジュール管理の複雑化が進む中で、

建設現場業務のデジタル化が急務となっていた

• 建設現場のパンチ（残作業）が、現場監督ごとにバラバ

ラのフォームで報告されており、管理者は確認やフィー

ドバックに多くの時間と労力を費やしていた

建設現場に残る非効率な紙業務のデジタル化を進めていくとともに、社員

のITリテラシーを高めることで、Excel や PowerPoint と同じ感覚で

Power Apps を活用し、スピーディーに現場の課題を解決していく

※各プロジェクトに5万件のPunchが発生し、
1作業45分短縮されると仮定した場合

DX推進(内製化)のユースケース：日揮グローバル株式会社
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DX推進(内製化)のユースケース ：日揮グローバル株式会社
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デバイス

データ

メリット3 最高水準のセキュリティ

正常性とコンプライアンスを監
視および適用して安全なアク
セスを実現

ポリシーやアクセス管理にて
リソースの作成やアクセスを柔軟
に管理

データは保存場所に依存せず分
類/ラベル付け/暗号化しこれらの
属性に基づき保護

Microsoft 365

Azure 

Active Directory

トラストアンカー
(信頼性を評価)

(IDaaS)

IDは強力な認証によって保護
IDに準拠したアクセスを適用

ID

リソース
(IaaS/PaaS)

デバイスの識別

コンプライアンス準拠

デバイス侵害リスク

アクセス権管理

データ暗号化

アクセス管理

リソースポリシー

ID 認証

多要素認証

ID なりすましリスク

ID ベースで複数の条件を基にした “ゼロトラスト” が実現可能

3rd Party
様々な3rdParty製品との連携で、
より強固なセキュリティ環境を実現

Entra ID
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Microsoft 365 セキュリティ
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IDセキュリティ

C社

O社

P社

エンドポイントセキュリティ メールセキュリティ クラウドAPPセキュリティ

T社

ゼロトラストセキュリティを一つのベンダから提供できるのはMicrosoftだけ

Microsoft 365 セキュリティ
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Microsoft Security Copilot（参考）
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Microsoft  Security Copilot（参考）
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メリット4 その他（ライセンス管理）

グループウェア

生産性向上アプリ

セキュリティ強化

コンプライアンスの改善

BI・分析ツールの追加

音声通話・会議機能の追加

グループウェア

生産性向上アプリ

セキュリティ強化

コンプライアンスの改善

BI・分析ツールの追加

音声通話・会議機能の追加

Microsoft 365 E5各々管理する必要があり、管理が面倒

複数個存在するライセンスを “一括管理するだけでよく、 管理の煩雑さから解放“

一括管理

A
社

B
社

C
社

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
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M365への移行の課題

データ移行は可能

なのか？

何から始めたら

良いのか

分からない。
移行後の運用に

不安が。。
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M365への移行のパターン
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M365への移行プロセスとJBS提供サービス (1/2)

検討 構成 展開

✓ 移行前に要件確認

✓ 実施可否検討

✓環境構成

✓データ移行

✓ユーザー教育

✓定着化支援コンサル

✓問合せ対応・ユーザサポート

STEP 1 STEP 2 STEP 3
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M365への移行プロセスとJBS提供サービス (2/2)

展開構成検討

✓ FAQ for Microsoft 365

✓ アップデートキュレーション

✓ リモートサービスデスク

✓ スマートオペレーション for 

Office 365

✓ Live Support

技術問い合わせ

✓ Monitoring Bundle for 

Office 365

✓ マニュアル(Content Box)

✓ トレーニング

✓ 製品導入 SI プラン

✓ PoC 環境構築

✓ アセスメント

✓ グランドデザイン

✓ 要件定義

✓ Microsoft製品デモ

✓ Copilot体験会

ユーザーサポート 申請作業代行

監視・保守代行サービスユーザー教育

SI

ワークショップ

コンサル支援

✓ 定着化支援サービス

コンサル支援
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Micorsoft 365への移行 ユースケース

構成検討 構築作業 移行
内容

事例A

対応フェーズ期間
条件

事例B

■GWSからM365への移行

・認証基盤 EntraIDの構築

・M365環境構築

・GWS移行作業

■GWSからM365への移行

・M365は既に保有

・ドライブ、メール関連の移行

・移行ツールの選定、検証

・データ移行作業

※移行関連メイン

■ユーザー規模

・630名

■ユーザ―対応箇所

・接続切替等

・Officeの展開

■移行対象

・メール、ドライブ

■ユーザー規模

・約3000名

■ユーザー対応箇所

・移行対象、検証の確認

■移行対象
・メール、ドライブ、チーム、サイト

2ヵ月

2ヵ月

4ヵ月

3ヵ月

4ヵ月

3ヵ月
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Micorsoft 365への移行 提供プラン例

JBSサービス

自主運用
• アップデートキュレーション

• Live Support

アウトソース

• アップデートキュレーション

• Live Support

• スマートオペレーション for Microsoft 365

• リモートサービスデスク

内容

M365のアップデート情報の展開

システム管理者様への技術的サポート

自主運用のサービスへ、M365定型作業と

リモートサービスデスクを追加したアウトソース
サービスのプラン

アウトソース
+定着化支援

• アップデートキュレーション

• Live Support

• スマートオペレーション for Microsoft 365

• リモートサービスデスク

• 定着化支援サービス

アウトソースサービスに、

定着化支援サービスを追加したプラン



Micorsoft 365 Copilotの活用イメージ
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M365 Copilotの概要

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilotの活用イメージ (1/2)

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilotの活用イメージ (2/2)

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilot より良いアウトプットのために

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilotによる生産性革命 ～ユースケース検討のヒント

※Microsoft資料より一部引用
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M365 Copilotによる生産性革命 ～ユースケース検討のヒント

プロンプトテンプレートの搭載で
AIの活用を身近に

プロンプトエンジニアリングで

より複雑な業務プロセスにも対応？
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業務変革

業務改善・省力化

プ
ロ
ン
プ
ト

テ
ン
プ
レ
ー
ト

Step.1
既存プロセス

Step.2
プロセス再定義

リスキリング

レベル低

リスキリング

レベル高

導入ハードル低

導入ハードル高

Step.1

既存

Step.2

再定義

Step1で既存プロセスへCopilotをマッピングして省力化

Step2で業務によってはBPRして新規プロセスを創出

M365 Copilotによる生産性革命 ～ユースケース検討のヒント
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※Microsoft資料より一部引用

M365 Copilotによる生産性革命 ～プロンプト例
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M365 Copilotによる生産性革命 ～ユースケースのピックアップ例

※Microsoft資料より一部引用

営業業務での例、現状は大半の時間をスケジュール調整やメール確認、社内MTGやチャット、資料作成に忙殺

AI (Copilot) に対応させて問題ない業務を任せることで、コアな業務 (商談・お客様対応) に専念

As Is

As Is
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※Microsoft資料より一部引用

M365 Copilotによる生産性革命 ～営業業務効率化シナリオ
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※Microsoft資料より一部引用

M365 Copilotによる生産性革命 ～会議効率化シナリオ
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※Microsoft資料より一部引用

M365 Copilotによる生産性革命 ～定型業務効率化シナリオ
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M365 Copilotによる生産性革命 ～ゴールのイメージ

※Microsoft資料より一部引用

社会貢献活動



ご参考）JBSのCopilotに関する今後の取り組み
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目的

ターゲット

ユーザ向け

管理者向け

Modern Workplace （M365）サービスマップ
検証、構築や運用など、Microsoft 365 に関するすべてのフェーズで JBS がワンストップでサービスを提供します。
個別SIも承っておりますのでお気軽にお尋ねください。

利活用運用サポート導入

無償サービス

Microsoft 365 Digital 

Workforce Workshop

＜Teams＞

Modernize

Communications

Workshop

＜Teams電話システム＞

実践ワークショップ for 

Microsoft 365

＜ハンズオン＞

スマートスタート
シリーズ

<簡易導入サービス>

Live Support 

for O365

<管理者向けお問
い合わせ>

リモートサービスデスク

<ユーザ向けお問い合わせ>

スマート
オペレーション for 

M365

<運用業務代行>

FAQ for 

Microsoft 365

<ナレッジ提供>

マネージドバックアップ for 

Microsoft365

<バックアップ>

Content Box 

for Microsoft 365

<マニュアル提供>

アップデートキュ
レーション for 

Microsoft 365

<最新情報提供>

定着サイクルマネジメント for 

Microsoft 365
ステップアップトレーニング for Microsoft 365

セキュアファイル転送アプリ metis fiebie

＜ファイル送受信＞

スケラク for Microsoft 365

＜会議調整＞

概要を知る

エンジニアリングサ
ポート

<技術相談>

無償

無償

Copilot

Copilot

Copilot Copilot Copilot

Copilot

Copilot

Copilot Copilot



7575

まとめ

※Microsoft資料より一部引用

生成AI 登場による決定的かつ革新的な時代の潮流に、マイクロソフト社は

仕事の副操縦士である「Microsoft 365 Copilot」を発表しました。

本日はその概要や活用イメージについてご紹介させていただきました。

企業のDXを加速する 「Micsoft 365 Copilot」 による生産性革命を

是非、実現してください。そのためにも、来たるMicrosoft 365 Copilotへの備えとして、

『Microsoft 365』 の導入・移行による、柔軟な働き方の実現、内製化での生産性向上、

最高水準のセキュリティ装備を、ご検討いただければ幸いです。
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お問合せはこちらまで

※Microsoft資料より一部引用

日本ビジネスシステムズ株式会社

ソリューションスペシャリスト本部 担当部長

加賀 裕二（かが ゆうじ）

email：yuji.kaga@jbs.com オンライン名刺QRコード



免責事項

• 概要

本資料は、 2023年8月31日（木）に日本マイクロソフト株式会社が主催した「「Microsoft365 Copilot」のご紹

介 ~Copilot の備えとなる Microsoft 365 移行の秘訣~」セミナーにおいて、日本ビジネスシステムズ株式会社

（以下 JBS ）の講演セッションで使用した資料です。

本資料は概要に記載される日・場所等で行われたセミナー参加者のみに配布しています。

許可のない複製、再配布、販売、無断転載その他権利を侵害するすべての行為を禁じています。JBS が提供

する本資料内の文章、画像、映像等の情報に関する著作権、商標権その他知的財産権は JBS 及び各権

利を保有している者に帰属します。

本資料の内容は概要に記載される日時までの情報に基づくものであり、提供する情報に細心の注意を払って

おりますが、その完全性、正確性、信頼性、有用性、または利用者の実用性を保証するものではありません。

また本資料に基づいて参加者が行った行為の結果発生した、いかなる損害やトラブル等に関して JBS は一切

の責任を負いません。

• 免責事項
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